
創作のヒントを見つけよう！　「アート活動」の価値とはなんだろう？
アーティストと一緒に創作したり、語り合ったりしながらヒントを見つけましょう。

① 体験する
アーティストと一緒に
アート活動を体験する

② 見る・聞く
スタッフの関わり方や工夫を
見て、聞いて、知る

③ 話しあう
気づきや日々の活動のヒント
について講師と一緒に話しあう

登米市迫町佐沼字中江二丁目 6番地 1

2階 軽運動場 平土間ホール

主催：宮城県（令和８年度宮城県障害者芸術文化活動支援業務）　　
運営：障害者芸術活動支援センター＠宮城（愛称：SOUPスウプ /NPO法人エイブル・アート・ジャパン内）

2026年

12月1日（火）
14:30～16:30

迫公民館

県北編
NOZOMI Paper Factory
のメンバーとともに

会場
大河原町字小島 1-1

仙南芸術文化センター

2026年

12月8日（火）
10:00～12:00

えずこホール

県南編
 ポラリスのメンバーとともに

講師 NOZOMI Paper Factory
　[ 参加アーティスト ]
　阿部早苗、佐藤吉文、首藤和子、
　菅原正三、千葉華奈
●尾形 透（施設長）
●田中 青志（サービス管理者）

講師 NPO法人ポラリス
　[参加アーティスト ]
　加納寛子、田中 満、渡辺克夫
●刈田 路代（アートスタッフ）

会場

対象

持ち物

定員 各回 20人程度

お申し込み方法はウラ面へ！

※講師のプロフィールはwebサイトからご覧いただけます。

写真（のぞみ） 写真（ポラリス）

参加無料 要申込

よごれても良い服装
画材や道具はなくてもOK、お気に入りを持参してもOK

アートを通じて
「はたらく・まなぶ・あそぶ・くらす」
　　　　　　　　　　県北編・県南編

障害のある人、その支援者（ご家族など）、
福祉施設職員、芸術文化関係者、企業など

補助犬OK 駐車場

研
修
内
容



申込締切：2026年11月 29日（日）
締め切り後のお申し込みは、メールまたはお電話でお問い合わせください。

●お申し込み・お問い合わせ先
NPO法人エイブル・アート・ジャパン東北事務局
【住所】宮城県仙台市青葉区上杉  4 - 1 - 50 - 1 階
【電話】070-5328-4208【FAX】022-774-1576
【ﾒｰﾙ】soup@ableart.org　【web】https://soup.ableart.org/

お申し込みフォーム

申し込みフォーム・メール・電話・ファックス・郵送にて、申込項目をページ下にあるお申し込み先へお知らせ
ください。

【申込項目】　＊がついている項目は、必ずお知らせください。
お名前（ふりがな）＊、所属団体・活動内容など、居住地（市区町村まで）＊、連絡先（メールアドレス、電話番
号、ファックス番号など）＊、参加人数＊、研修に参加する動機＊、ゲストへの質問、必要な配慮や事前にスタッ
フに伝えておきたいことなど

南三陸町にあるのぞみ福祉作業所は、現在、歌津地区に
新たな拠点を構え、「NOZOMI Paper Factory」として
ずっと「アート活動」を日常の活動に含んでいます。その
想いの原点は、東日本大震災での体験で「生きる・働く」
ことを支えるための手法として「アート活動」を捉えていま
す。またこの活動を通じて、町の中でともに生きる形を実
現し、その協働の領域は文化施設、社会教育施設、産業
などにも広がり、年間を通じて多くの見学者を迎えていま
す。
その活動の秘密を、NOZOMI Paper Factoryのメンバー
たちと一緒に紐解きましょう。

アート活動がもたらす変化の例

進行：伊藤光栄（NPO法人エイブル・アート・ジャパン） 進行：柴崎由美子（NPO法人エイブル・アート・ジャパン）

山元町にあるNPO法人ポラリスは、就労継続支援B型
事業所の開設以来、「アート活動」を大切に日常に組み
込んできました。東日本大震災で被災地となった山元町に
おいて、「障害のある人もない人も、ともに素敵に生きて
素敵にはたらけるように」――。その願いや思いを支える
大切な手法として、ポラリスはアート活動を捉え、歩みを
続けてきました。現在、このアート活動は福祉の枠にとど
まらず、社会教育の領域へと広がりを見せ、町の中で「共
に生きる」豊かな形を実現しています。
その活動の秘密を、ポラリスのメンバーたちと一緒に紐解
きましょう。

お申し込み方法

県北編
NOZOMI Paper Factory のメンバーとともに

県南編
ポラリスのメンバーとともに

●いろいろな人とのつながりがうまれ、地域や社会における障害理解が促進される など
●自己肯定感が向上する
●自己表現の場や機会が広がる ●一人ひとりの個性や能力に気づけるようになる

●障害のある人の見方や感じ方がより共有される

参考：のぞいてみよう！『障害者による文化芸術活動』ハンドブック（発行：NPO法人ドネルモ）



